
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

4,542 単位時間 1,884 単位時間 - 単位時間 2,658 単位時間 - 単位時間 - 単位時間

年 - 単位 - 単位 - 単位 - 単位 - 単位 - 単位

80 人 28 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 3

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） -

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 2

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総授業時数 -

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 -

0

うち必修授業時数 4,542

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 1,930

自動車メーカー等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 216

-

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.akamon.org/class1.html

100
■進学者数 0
■その他

-

うち企業等と連携した演習の授業時数 -

うち必修授業時数 -

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 4,542

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 1,930

4 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和３年度卒業生）

2
■地元就職者数 (F) 2
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 2
■就職希望者数 (D)　　　　　： 2
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 自動車整備に関する専門知識及び技術並びに一般教養を修得させ、自動車関連業界の実践的な中堅人物の養成を目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

◇1級小型自動車整備士 ◇2級ガソリン自動車整備士 ◇2級ジーゼル自動車整備士 ◇2級2輪自動車整備士
◇卒業時に付与される学位：高度専門士

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

工業 工業職業実践専門課程 一級自動車整備士科 - 平成20(2008)年度 平成28(2016)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和５年９月２９日

982-0852

022-262-5647
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人赤門学院 平成25年2月27日 國分活妙 宮城県仙台市青葉区川内川前丁６１
982-0852

022-223-6031

専門学校赤門自動車整備大
学校

昭和53年3月17日 國分活妙 宮城県仙台市青葉区川内川前丁６１

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

③

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

國分 活妙 専門学校 赤門自動車整備大学校
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（９月、１２月）

（開催日時（実績））
第１４回　令和４年３月２５日　１４：００～１５：４０
第１５回　令和４年１２月１５日　１４：２０～１５：４０
第１６回　令和５年１月２３日　１３：５０～１５：１０

國分 龍人 専門学校 赤門自動車整備大学校
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

佐藤 信也 専門学校 赤門自動車整備大学校
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

上田 忠之 専門学校 赤門自動車整備大学校
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

日々変化する世の中に自動車の幅広い専門知識と技術を通し人間力を養い、将来性と可能性を拓き、生活の基盤を創り、
社会に貢献する人物を育成する。そのために企業等からヒアリングを行い、結果を授業に取り入れていく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

専門学校赤門自動車整備大学校の学則の目的を達成するため、企業等との連携を通して必要な情報の把握・分析を行
う。委員会の意見は、できるだけ今後学校教育等の改善のための事項として尊重される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

鈴木 博之 一般社団法人 宮城県自動車整備振興会
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

令和５年４月１日現在

阿部 康二 宮城ダイハツ販売 株式会社
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

名　前 所　　　属 任期

松崎 整 株式会社 東北マツダ
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

早坂 義之 専門学校 赤門自動車整備大学校
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

コミュニケーション能力の向上を目指すために、「自主性」を育むための議論を重ねた。その中で、「自主性を持つ人が集ま
ると大きな力になる。や「自習性が自分にとって必要か必要でないか、必要なら聞いてくる。（特に留学生）自分にとって必
要であることを覚えてもらう、そこから自習性が生まれるのではないか。」などの意見がありました。次回の委員会では、教
育指導に活かせるように「自主性から主体性への変換」をテーマに議論を重ね、貢献できる人材を育成できるように努めて
いく。



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

新型コロナウィルス感染拡大もあり、令和２年度及び３年度は講習等は実施できていない。令和４年度は、東北マツダ様主
催のセミナー、日産自動車様主催のセミナー、いすゞ自動車東北様主催の講習会、宮城スバル自動車様開催の技術研修
会等に教員が参加した。

シャシ シャシ、点検、分解、組立、調整、検査 株式会社 東北マツダ

故障診断 エーミング 株式会社 東北マツダ

エンジン、点検、分解、組立、調整、検査 株式会社 東北マツダ

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

実際に整備士として活躍しているプロから実習・演習等を受けることにより、技術を学ぶだけではなく、整備士となる自分の
将来をイメージさせ、生徒の日々の生活に活力を持たせる。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ＥＶ 電気自動車の構造 日産自動車 株式会社

エンジン



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

令和4年6月14日 対象： １級科及び２級科教員

EV・新型車の新機構と体験試乗（学校で実施）

講習会 連携企業等： いすゞ自動車東北 株式会社

令和4年8月1日

②指導力の修得・向上のための研修等

教職員の業務改善に関すること（目標等）他

職員研修会 連携企業等： なし

令和5年1月4日 対象： 教員及び一部職員

教職員の基本姿勢共通化、業務改善に関すること（具体的な方法等）他

0 連携企業等： 0

0

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

先進技術エンジン…現役メカニックによる定期点検デモンストレーション（学校で実施）

日産セミナー 連携企業等： 日産自動車 株式会社

職員研修会 連携企業等： なし

令和4年12月27日 対象： 教員及び一部職員

対象： 0

0

対象： １級科及び２級科教員

DPD構造、尿素SCR構造、仙台サービスセンター見学

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教職員研修規程第３条に定められている。

マツダセミナー 連携企業等： 株式会社 東北マツダ

令和4年6月6日 対象： １級科及び２級科教員



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

0

0 対象： 0

0

②指導力の修得・向上のための研修等

教職員の業務改善に関すること（具体的な方法等）他

0 連携企業等： 0

0 対象： 0

0

0 連携企業等：

技術研修会 連携企業等： 宮城スバル自動車 株式会社

令和4年8月4日 対象： １級科及び２級科教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

技術紹介、メカニックの働き方、働く環境改善に向けた取組、試乗体験、学校OB就業風景見学、レストア
見学会

スバルセミナー 連携企業等： 宮城スバル自動車 株式会社

令和4年10月28日 対象： １級科及び２級科教員

エンジン整備、外部診断機使用による診断、接遇研修（学校で実施）

スバルメカニックインターンシップ 連携企業等： 宮城スバル自動車 株式会社

令和4年12月16日 対象： １級科及び２級科教員

板金体験、塗装体験、自動ブレーキ機構整備

職員研修会 連携企業等： なし

令和5年3月28日 対象： 教員及び一部職員



種別

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.akamon.org/jyouhoukoukai.html
公表時期： 令和5年3月31日

阿部 勝敏 阿部勝自動車工業 株式会社
令和３年４月１日～令和６年３
月３１日（３年）

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

教員が行った自己評価が妥当なものであるかを評価し、課題・対策等について適切であるかを協議・修正する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況

「教育理念・目標」に関する自己評価が上がった。学生便覧に「留学生の教育方針」を別途定め、日本人及び留学生に周知
徹底するようにした。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 なし



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.akamon.org/jyouhoukoukai.html
公表時期： 令和5年3月31日

（１１）その他 なし
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 （８）学校の財務
（９）学校評価 （９）学校評価
（１０）国際連携の状況 なし

（５）様々な教育活動・教育環境 （５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 （６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 （７）学生納付金・修学支援

（２）各学科等の教育 （２）各学科等の教育
（３）教職員 （３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 （４）キャリア教育・実践的職業教育

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

教育課程編成委員会や学校関係者評価委員会の委員会を通じて本校の教育活動や学校運営等の状況について理解を
深めていただき、その内容をホームページ上で公開することで情報を提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 （１）学校の概要、目標及び計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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1 ○
ジーゼルエン
ジン

ジーゼル・エンジンの動向・燃焼・予防、エ
ンジン本体、燃料装置、予熱装置　他 1通

2通
115.2 7.6 ○ ○ ○ ○

2 ○ 製図

製図の基礎、機械製図、機械部品の製図、電
気配線図、図面の管理

1前 10.8 0.7 ○ ○ ○

3 ○ 自動車工学

自動車の概要・構造、機械要素、基礎的な原
則、法則、自動車の諸元

1前 7.2 0.4 ○ ○ ○

4 ○ 自動車数学

道路運送車両法の概要、自動車の整備事業の
概要、伝達効率、速度比、仕事率の計算(トル
クコンバータ)、パスカルの原理(圧力)計算
他

1通
2通

79.2 5.2 ○ ○ ○

5 ○
自 動 車 法 規
(車両法・保
安基準）

道路運送車両法の概要、自動車の整備事業の
概要、自動車点検基準、道路運送車両の保安
基準の概要　他

1通
2通

63 4.1 ○ ○ ○

6 ○
ガソリンエン
ジン

内燃機関の概要、ガソリンエンジン、熱効
率・異常燃焼、排気ガス、バルブタイミン
グ、潤滑装置・冷却装置・燃料装置・吸排気
装置、電子制御装置　他

1通
2通

113.4 7.4 ○ ○ ○ ○

7 ○ 燃料油脂

石油の精製（G,D）天然ガスの精製、燃料の発
熱量、ガソリンの製法・性状・添加剤、ジー
ゼルの製法・性状、オクタン価とセタン価・
引火点と着火点　他

1前 10.8 0.7 ○ ○ ○

8 ○
自動車電気・
電装

自動車に使用されている半導体の役割・作
動、バッテリの構成部品・名称・役割、バッ
テリの構造・作動・整備方法　他

1通
37.8 2.5 ○ ○ ○

9 ○ シャシⅠ

自動車の原理と性能・自動車の安全装置、動
力伝達装置概要・構造・機能、クラッチ・マ
ニュアル・トランスミッション　他

1通
2通 99 6.5 ○ ○ ○ ○

10 ○ シャシⅡ

タイヤ・ホイール概要・構造・機能、タイヤ
に起こる異常現象、ホイールバランス、ホ
イールアライメント概要・構造・機能　他

1通
2通

57.6 3.8 ○ ○ ○ ○

11 ○ 二輪

２輪車エンジン概要・構造・機能、燃料装
置・吸排気装置、動力伝達装置（クラッチ・
アクスル・サスペンション）、ステアリング
装置　他

1通
2通

64.8 4.2 ○ ○ ○

12 ○
整備機器・基
礎整備

測定と検査(測定の基礎・測定誤差)、工具の
分類（スパナ・めがねレンチ・ソケットレン
チ・　ドライバ・プライヤ)等の使用方法　他

1通
54 3.6 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業職業実践専門課程一級自動車整備士科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○ 一般教養

社会人としてのマナー、新社会人としての基
本、敬語の使い方、電話の取り扱い、仕事の
進め方、訪問と接客、ソーシャル検定（上
級）取得　他

1通
3前 39.6 2.6 ○ ○ ○

14 ○ 電装

半導体、バッテリ、始動装置、充電装置、点
火装置、電子制御装置

2通 50.4 3.3 ○ ○ ○

15 ○ 検査

自動車の点検整備関係の要点、定期点検の実
施時期、点検記録簿、自動車メーカーが指定
する点検整備、作業要領、自動車点検基準

2通
36 2.4 ○ ○ ○

16 ○ 材料・材力

鉄鋼、非鉄金属、焼結合金、非金属、基礎的
な原理・法則、圧力と応力

2通 91.8 6.1 ○ ○ ○

17 ○ 内燃機関

内燃機関の分類、内燃機関の熱力学、燃焼理
論、エンジンの性能、エンジン諸元

2通 21.6 1.4 ○ ○ ○ ○

18 ○ 故障探求

故障原因探求、故障診断の進め方、故障診断
の点検方法、故障診断システムの点検、振
動・騒音（高度整備技術・高度故障診断技
術）

2通
3後
4通

99 6.5 ○ ○ ○ ○

19 ○ 2Ｄ・Ｇ

2級問題の基礎習得

2後 52.2 3.4 ○ ○ ○

20 ○
工場管理(一
般科目)

整備工場から発生する公害、資源の有効利
用、自動車リサイクル法、産業廃棄物、安全
管理、レバレート(時間工賃） 2前 9 0.6 ○ ○ ○

21 ○ エンジン電子

高度整備技術（エンジンを中心とした電子制
御システムのセンサ、アクチュエータ、ECU制
御等の理解）

3通
4通

72 4.7 ○ ○ ○ ○

22 ○ エンジン整備

高度故障診断技術（故障事例から正しい手順
と診断方法を学習し、迅速で正確な診断・修
理要領を習得）

3通
4通

77.4 5.1 ○ ○ ○ ○

23 ○ シャシ電子

高度整備技術（シャシに利用されている電子
制御システムのセンサ、アクチュエータ、ECU
制御等の理解、診断能力の向上）

3通
4通

81 5.3 ○ ○ ○ ○

24 ○ シャシ整備

高度故障診断技術（故障事例から正しい手順
と診断方法を学習し、迅速で正確な診断・修
理要領を習得）

3通
4通

70.2 4.6 ○ ○ ○ ○

25 ○ 電子理論

電気回路の概要、電気回路と電子回路の基
本、電気回路の故障、電気・電子回路の測定
技術

3前
4通

52.2 3.4 ○ ○ ○

26 ○ 電装整備

オート・エア・コンディショナ（高度整備技
術・高度故障診断技術） 3後

4通
41.4 2.7 ○ ○ ○

27 ○ 新技術

日々進化する自動車の新機構・新装備（エン
ジン・シャシ・ハイブリッド車） 3通

4後
61.2 4 ○ ○ ○



28 ○ 力学・数学

振 動 ・ 騒 音 （ 高 度 整 備 技 術 ）
直流・交流電圧計、直流・交流電流計、抵抗
計 確度の計算、油温センサ・燃温センサ計
算　他

3後
4後

34.2 2.2 ○ ○ ○

29 ○ 燃料・潤滑

油脂類の種類と特徴・適正処理の方法、防火
の知識（液体の燃焼、引火点と着火点、消火
器）、険物の取り扱い（危険物の保管又は取
扱い）

3後
4後

21.6 1.3 ○ ○ ○

30 ○ 自動車材料

鉄鋼（鋳鉄・鋼・熱処理）、非鉄金属（鉛及
びその他の合金・アルミニウム・錫及びその
他の合金・鉛）、焼結合金、非金属　他

3後
4後

23.4 1.5 ○ ○ ○

31 ○ 機器取扱

各種工具の取り扱い、機械設備の取り扱い、
オシロ・スコープの活用、操作方法 信号波
形例による点検、外部診断器の活用　他

3前
4通

50.4 3.3 ○ ○ ○

32 ○ 総合診断

自動車整備に関する総合診断（サービス産業
の概要・サービス産業としての自動車整備事
業・顧客満足度（CS）の概念・自動車整備事
業におけるサービスの提供　他

3後
4後

25.2 1.6 ○ ○ ○

33 ○ 安全管理

安全管理の意義、災害のあらまし、災害防止

3前
4通

41.4 2.6 ○ ○ ○

34 ○ 環境保全

地球規模の環境保全とその必要性、資源の有
効利用、産業廃棄物処理の影響と対応、整備
事業場などにおける環境保全

3前
4通

41.4 2.7 ○ ○ ○

35 ○ 法規

自動車整備士技能検定制度のあらまし、自動
車に対する法規制の概要、道路運送車両法
（意義・総則・自動車の登録等）

3後
4後

30.6 2 ○ ○ ○

36 ○ 自動車検査

保安基準適合性確保の点検、道路運送車両の
保安基準、道路運送車両の保安基準（総合） 3後

4通
28.8 1.8 ○ ○ ○

37 ○ 工場経営

接客の基本手法と必要な知識、見積書の作成
要領 レバレートと標準作業時間から工賃を
算出、見積書の作成演習、請求書の作成演
習・お客様への整備説明内容

4後 5.4 0.3 ○ ○ ○

38 ○ 図面・製図

図面の種類と線の種類 図面の活用法、第3角
法による三面図の作成、斜投影、等角投影に
よる図面作成 4通 14.4 0.9 ○ ○ ○

39 ○ シャシ

シャシ構造の機能・名称・作動、シャシ構造
の名称・作動・分解・点検・調整・組み付
け、走る、止まる、曲がるための構造の理解

1通
2通

240 7.9 ○ ○ ○ ○

40 ○ 電装

サーキット・テスターの組付及び性能点検、
バッテリの概要・構造・機能、オルタネータ
の概要・構造・機能、分解、名称・点検・組
付、回路図の見方　他

1通
2通

204 6.7 ○ ○ ○

41 ○
エンジン(ガ
ソリン・ジー
ゼル）

エンジン分解、点検、組付、分解、組付

1通
2通

286 9.4 ○ ○ ○ ○

42 ○ 工作・測定

バイス・ヤスリ・弓のこ等の種類・取扱い説
明・作業、タップ・ダイス等の用途・取扱い
説明・作業、アセチレンガス容器の構造・色
彩区分・取扱注意説明　他

1通 100 3.3 ○ ○ ○



43 ○ 工具取扱い

車両分解作業で予想される事故や注意事項説
明、ドア、フェンダー、ボンネット、トラン
ク、フロント・リヤバンパー取外し、リジッ
トラックに車両設置　他

1後 16 0.5 ○ ○ ○

44 ○ 点検・検査

12ヶ月定期点検の概要説明・実施、24ヶ月定
期点検の概要説明・実施、点検と検査の違
い、検査ラインで保安基準適合確認

1通
2通

124 4 ○ ○ ○

45 ○

選 択 制 実 習
（ 四 輪 ・ 電
装・カート・
エコラン）

定期点検の実施（12ヶ月点検・24ヶ月点
検）、エンジン脱着の実施、電子ブロック使
用による電気回路の理解、電装品パネルの製
作　他

2後 150 5 ○ ○ ○

46 ○
定期点検part
Ⅰ

事業用、自家用貨物自動車の日常点検(記録簿
記入、点検結果説明)、自家用乗用自動車の日
常点検(記録簿記入、点検結果説明)、自家用
乗用自動車1年点検及び付帯作業

3前 72 2.4 ○ ○ ○

47 ○
定期点検part
Ⅱ

自家用貨物自動車6ヶ月点検及び付帯作業、自
家用乗用自動車1年点検及び付帯作業、自家用
乗用自動車2年点検 3前 40 1.3 ○ ○ ○

48 ○
エ ン ジ ン 分
解・測定

エンジン分解、シリンダ・ヘッド分解と点
検、シリンダ・ブロック分解と点検、エンジ
ン本体組付け、補機類組付け　他 3前 72 2.4 ○ ○ ○ ○

49 ○
電気・電子測
定

オシロ・スコープの原理・作動・取扱い、
サーキット・テスタにて、各センサ電圧測
定、オシロ・スコープにて各センサ波形観
測、外部診断器オシロ・スコープ機能　他

3前 32 1 ○ ○ ○

50 ○ エンジン整備

センサ点検、アクチュエータ点検、信号点
検、ダイアグノーシスとフェイルセーフ　他

3前 40 1.3 ○ ○ ○ ○

51 ○ 電装整備

サーキット・テスタによる各センサ、アク
チュエータの電圧測定・故障診断、オシロ・
スコープによる波形観測、CAN通信の基礎知
識、外部診断器による故障診断

3前 24 0.8 ○ ○ ○

52 ○ 工作作業

ハンダごての取り扱い方、配線を修理する技
術を修得、実車にて、配線図の見方を覚えな
がら、各センサの測定を容易にできる教材車
の作成　他

3前 44 1.4 ○ ○ ○

53 ○ シャシ整備

足廻り脱着、ドライブシャフトブーツ交換、
キャリパーO/H、ミッション脱着、タイヤユニ
フォミティ修正、ホイールアライメントテス
ター

3後 64 2.1 ○ ○ ○ ○

54 ○
ハイブリット
車整備

HVコンセプト、HVシステム、冷却システム、
HV用ACシステム、サービス・コネクタ脱着、
HVバッテリ脱着、インバータ・コンバータ脱
着　他

3前 40 1.3 ○ ○ ○

55 ○ 検査作業

自家用乗用自動車2年点検実施後、完成検査

3後 48 1.6 ○ ○ ○

56 ○ 実車総合

アクティブ・テストの活用、整備サポート機
能の活用、オシロ・スコープの活用、オシ
ロ・スコープの機能と使用方法、各種波形の
観測と記録、良否判定要領　他

3後 88 2.9 ○ ○ ○

57 ○ 点検整備

エンジンの点検・整備、動力伝達装置の点
検・整備、電装品の点検・整備、ステアリン
グ装置の点検・整備、サスペンション＆アク
スルの点検・整備

3後
4前

216 7.1 ○ ○ ○



58 ○ 故障探求

実車にて各センサ、配線等の故障を外部診断
器、テスタ、オシロスコープ等を使用し問
診、点検、診断、修理

3後
4前

206 6.8 ○ ○ ○ ○

59 ○
総合診断①～
④

振動騒音分析器の取り扱い、騒音計・サウン
ドスコープの取り扱い、ホイール・バラン
サーによるタイヤユニフォミティ修正 4前 136 4.5 ○ ○ ○

60 ○
イ ン タ ー ン
シップ

会社各部署の業務内容、整備工場の設備を知
る。会社内、お客様に対する挨拶、礼儀、マ
ナーを身に付けCS活動を学ぶ。他（企業にて
体験実習）

4後 216 7.2 ○ ○ ○ ○

61 ○
総合診断⑤～
⑬

AC（冷凍サイクル、オートACの概要と各制
御）、冷媒ガス回収、ACユニット脱着、ゲー
ジマニホールド使用方法、真空引き、冷媒ガ
ス充填　他

4後 200 6.6 ○ ○ ○

61

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

27

卒業要件： 出席率95％以上。前後期定期試験全科目合格。卒業認定。試験合格点。 等

履修方法：
講義1,884.6時間(123単位)、実習2,658時間(87.5単位)を取得し、合計4,542.6
時間(210.5単位)を取得すること。

合計 科目 4542.6 単位（単位時間）
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